
 

 

石川県協会 

石川県と「地域見守りネットワーク活動」に関する協定書を締結 

生命保険協会石川県協会（会長 山田 一磨 住友生命金沢支社長）は、2026年 4月 28

日に 石川県と「地域見守りネットワーク活動」に関する協定を締結しました。 

  

石川県内においても高齢者に関わる事件、事故、認知症高齢者の増加、子どもを巻き込

んだ事故等も発生しており、また近年、特殊詐欺被害の増加、能登地方を中心に震災によ

る空き家を狙った窃盗被害が増加しています。 

 

これまでも各社で行っていた地域見守り活動をベースに、今後は当協会に所属する県内

全生命保険会社の約 4,000人の営業担当者、職員等が、各地域において日ごろの活動とあ

わせた「ゆるやかな見守り」を実施します。そして気づいた情報や内容を県・市町へ連携し

ます。 

 

この活動を通じて、石川県内各地域での「安心・安全」に貢献していきます。 


